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＜連絡事項＞

· 各委員会が公示されたので、各自確認し出席すること。

· SWローテーション研修について、本日、デイケア＝柴田真弥、外来＝佐々木大亮となっている。

· 医事で使用している印鑑の保管場所の変更について、今後は、大釜TOLが管理することとしている。また、印鑑を使用する際は、使用用途を明確にすること。

· 八戸短期大学の実習生受け入れについて、外来＝5月12日（木）、5月13日（金）、5月19日（木）の午前中、デイケア＝5月11日（水）、5月12日（木）の午後となっている。

＜ケース検討＞

巴　勇樹　様（31）　統合失調症　主治医：川端Dr

○検討事項○

· 退院後の生活状況について

· 今後の関わりについて

退院日：H23.4.7

初外来日：H23.4.20

訪問看護：2週に1回（土曜日）

デイケア：週に5回（月～金曜日）

退院後の治療上の留意点

1 規則正しい生活をしましょう。

2 お薬はきちんと飲みましょう。

3 具合が悪い時は、家族や先生、外来看護師、デイケアスタッフに話しましょう。

4 タバコは決められた本数を守りましょう。

5 菓子類をたくさん食べる事は止めましょう。

6 体重を増やさないよう運動しましょう。

退院後の生活状況

· 退院後より、外来通院は継続されている。

· デイケアには父の送迎で通所している。来週からバスでの通所利用となる。

· 退院後より、体重が増加している。現在、70Kg

· デイケアにて毎朝体重測定を行っている。今後も体重管理を継続していく必要がある。自宅では、両親が体重管理を行っている。

· デイケアでは、運動をするように声掛けをするが、疲労感を訴えて拒否することがある。

· 活動性は低い。

· 5月2日（月）、デイケアにおいて他者からタバコをもらい職員から指摘されている。また、喫煙本数を守るように説明を受けている。その後より、大声で笑ったり空笑したりする事が目立っている。

今後の関わり方について

· 活動性の低下から今よりも体重の増加が予測される為、日中の活動量を増やしていけるよう本人に働きかけていく。

· 運動時間を本人と決めて行っていく。また、運動量が客観的に把握できるよう万歩計を使用することも必要である。

· 本人の退院後の生活について、各関係機関で情報共有して支援を明確化するためにケア会議を行うことも検討する必要がある。

· 自己表現することを苦手としている為、自分の考えや思いを表現できるように効果的な働きかけが必要である。

· デイケアでは、本人の興味を引き出し活動の機会を増やしていく必要がある。

＜業務改善＞

◎問診票の書式検討

　質問項目や書式につてい検討を行っている。

· 症状を聞き取る項目では、自由記載する欄を設ける必要がある。

· 通院している病院を聞き取る項目では、病院名、診断名、服用している薬、薬のアレルギー等を記載する必要がある。

· 生活習慣を聞き取る項目では、現在の状態を聞き取ることとする。

＊今回、検討した内容を参考にして再度問診票の見直し・作成をしていく予定。







